























に “純文学” や “主流文学” の指導的地位を放棄したなら，エリートの先端がそこから出現















































































































































































































































































































































































する事である。もし大衆文学を主体とするネット文学が，すでに “純文学” や “主流文学”
の指導的地位を放棄したなら，エリートの先端がそこから生長する事は有り得ない。それだ


































































11） これはある時学生との討論に於いて，一人の “80后” の女子学生が，授業後のメールで提起
した問題であり，これを眼にして心を揺り動かされた。
12） “爽” と “YY” の含意はかなり複雑でコンテクストから理解するしかない。
13） 王徳威先生の2011年５月11日，北京大学での『乌托邦·恶托邦·异托邦──从鲁迅到刘慈欣』
と題する講演。『文芸報』2011年，６月３日，６月22日，７月22日の三期に渡って連載されて
いる。
14） 『第二世界』は最も早くは『魔戒』の作者トルーキンが提出したもので，神が創造した現実世
界「第一世界」に対峙するものである。ここに於いて人は，神に代わり，神から賦与された想
像力によって，もう一つの新しい世界を創造する事が出来る。
15） 幻想文学は「幻想レベルの低い幻想文学」と「幻想レベルの高い幻想文学」に分けられる。前
者は比較的宏大で新奇な世界観を擁し，内在的な秩序に欠けた一種混乱した姿態を呈する。後
者は高度に緻密な内在的一致性を持ち，人に真実であるかの様な感触を齎す。前者にも成功し
た作品はあるが，成熟し経典化した作品は基本的に後者である。
16） 『間客』以前に猫膩には『朱雀記』と『慶余年』がある。このうち『朱雀記』は2007年新浪原
創文学賞玄幻類金賞を獲得している。
17） 庄庸は論文『中国⽹络⽂学⼗年的关键点』（『⽹络⽂学评论』2011年10月創刊号）の中で，ネッ
ト文学中の「新リアリズム」を分析し，「偽リアリズム」の概念及びそれと伝統的リアリズム
の区別を詳細に定義している。庄庸博士は，長年に渡り，ネット文学を視察，研究し人々を深
い省察に導くネット文学界にとって稀有な「草の根学者」である。私自身の研究における転換
点であるばかりでなく，北京大学ネット文学課程の建設にとっても，庄庸博士は惜しみない支
持と序力によって重要な役割を担った。感謝の意を表したい。『間客』の解説及びその含意す
る新リアリズム要素の特徴について，私たちは深く掘り下げて討論し，お互いに啓発された。
具体的な見解は異なり，公開発表の時期も大差なく，互いに引用しない取り決めとなった。
18） 韓国の学者，崔宰溶博士によるこの論文は，時機を得て中国ネット文学研究に主導的な意義を
有しており，中国研究者として感謝したい。同時に崔博士が論文中に於いて，筆者の論文『传
邵燕君著　 学院派の態度と方法
135
统⽣产机制的危机和新型机制的⽣成』（『⽂艺争鸣』2009年第12期）の中で公表した様にフラ
ンクフルト学派のエリート主義的立場の，慣習的継承に批判を加えている点から，私自身の研
究姿勢の転換を促した事についても謝意を表したい。
19） 当然，これは直ちに一連の関連する概念と絡み合う。例えば「作者の死」の概念が，伝統的作
家研究を標的として久しいが，如何にして「⽹络写⼿」という意味での作者を研究すべきだろ
うか。「ハイパーテクスト」のネット時代に於いて如何にして「作品」を定義すべきか。作品
（work）テクスト（text）ハイパーテクスト（hyper-text）の関係は何だろうか。これらの問題
は実際に学者達が理論上の精緻化を進めており，私は研究者が伝統的作家，作品研究に潜入し
て，様々な試みを実施すべきだと主張したい。
20） 「同人」創作は，ファン達が原文に依拠して，自発的創作を進めることを指し，少なくとも創
作時に於いて，それは非商業的である。
